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地域の子ども食堂 特集 

 

市内に子ども食堂は 30 か所以上あり、地域団体や NPO 法人などにより自主的・自発的な取り組み

として運営されています。中には子どもだけでなく、保護者同士の交流や多世代交流を実施していると

ころもあります。今回は、そんな地域のつながりづくりを大切にしている子ども食堂を紹介します。 

‘ 

～幅広い年代の方の声が響き、つながることができる場～ 

子ども食堂の「みんなのmeal」は代表が子育て中に、地域のつながりに

助けられたり、地域のイベントを楽しんだりしてきた経験から、「地域に貢

献できることを何かしたいな」と恩返しの気持ちで活動されています。 

 活動には、赤ちゃんが生まれて間もないご家族やご高齢の方、西宮に来

られて間もない方、小学生、つながりに興味のある方など、誰でも参加で

きる場になっています。 

子どもたちが遊んでいる間に、親御さんは学校について情報交換をされ

ています。石鹸作りや体操、読み聞かせ等のイベントやワークショップを

通して多世代交流をするなど、参加される方々がつながることのできる場

になっています。 
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〜私たちが私たちらしく暮らせる地域づくりを 

みんなですすめようという意味を込めています〜 

ウイッズ 
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金森（浜脇・西宮浜）・大塚（安井）・矢野（今津南） 

廣末（上甲子園）・垣内（深津）・牧野（瓦木）・吉岡（甲山）・西邑（甲東）・南（甲武） 

谷（小松）・角（高須）・春（浜甲子園）・水名口（塩瀬）・構（山口） 
※（）内は、地域包括支援センター圏域を表記 

‘ 

小松 / まきちゃんち 

～子どもと大人が知り合うことのできる地域の居場所～ 

子ども食堂の「まきちゃんち」は代表が補導委員をしていた経験から、「子

どもと大人の顔見知りの関係が子どもを地域で見守ることにつながる」と

の想いで始まりました。実際にご飯を食べて遊ぶ中で、子ども同士のつなが

りだけでなく、子どもと地域の大人が知り合いになったりお母さん同士が

ママ友になったりと新たな関係が生まれています。 

また、子どもたちだけでなく、関わる人みんなの“楽しい”という気持ち

を大事にしています。一人ではすることのできない体験を友達や地域の大

人と行うことで、子どもたちの豊かな経験にもつながっています。 

 

 上ヶ原 / みんなのmeal 

７月にはそうめん流しのイベントをしました！ 

調理の様子 

子ども食堂の一覧は 

にしまーれをチェック！→ 



 

編集後記 

 

ご意見・ご感想は 

こちらまでお待ちしています！→ 

 

300 字弱 

ばんぶーが拠点になってから紹介がなかったため（令和 6年 7月号につどい場の紹介記事あり） 

拠点になったことで変化がなかったら代替案としてふれぼのを紹介する 

赤い羽根共同募金がはじまります！ 

 

 

 

 

 

西宮市共同募金委員会  

（西宮市社会福祉協議会内） ☎ 0798-23-1140 

 

まだまだ暑い日が続きますね。秋はどこかで寄り道でもし

ているのでしょうか。地区担当をしている中で、地域の活動

も寄り道をしながら紆余曲折を経て現在に至っているのでは

ないかと思うことがあります。そう考えると秋の到来が遅れ

ているのは、より良い何かを連れて来ようとしているからな

のかもしれませんね。（H） 

山口 

 

 

あなたのまちの 

共生型地域交流拠点 

 
（地域の常設型拠点） 

共生型地域交流拠点とは？→ 

香櫨園地区では、赤ちゃんから高齢者まで、誰でも参加できる居場所として「つどい場もりぐっち」が始

まりました。 

つどい場では、地域の方が数字パズルやそろばんなどを子どもたちに教えてくれるほか、折り紙が得意な

子どもが大人に折り方を教える場面もあり、世代を超えた交流が自然に生まれて 

います。最近では、後片付けを手伝ってくれる子どももいて、場づくりに関わる 

姿も見られるようになりました。つどい場を通して、多世代のつながりが広がっ 

ています。 

 

地区社協活動紹介【香櫨園】 

つどい場 もりぐっち 

立ち上げのきっかけ ～居場所トークサロン～ 

 香櫨園地区社協では身近な地域での居場所づくりをすすめる為、「居場所トークサロン」を実施していま

す。居場所づくりに関心ある住民の誰でも参加でき、地域でどのような居場所があると良いかなどを話し合

う場です。つどい場もりぐっちも、居場所トークサロンを通して生まれました。「この辺りにも子どもの居場

所があれば…。」「ご高齢の方もつどえるといいな。」「〇〇さんに声をかけて一緒に居場所をつくれないか

な？」と、住民さん一人ひとりの“想い”や“少しのできること”を持ち寄り、話し合いを重ねて地域づく

りを進めています。 

開所日時：第 2・4（金）13:30～18:00 

場  所：西宮市屋敷町 12-1（森具集会所）  

山口地区に開かれた共生型地域交流拠点の「つどい場ばんぶー」。 

つどい場ばんぶーでは、カフェでほっと一息つけたり、子育て世代の親

子がお昼ご飯を食べたり、ゆったりとした時間が流れています。 

たくさんの方が訪れる中で、「昼食を一人ではなく、みんなで食べたい」

という声を受けてふれあい昼食会が始まり、「手芸をしてみたい」という

声から手芸の会が始まるなど、「やってみたい」という想いを聞き取り、

その中で生まれたアイデアが次々と形になっています。 

普段から来ている方々も活動に興味を持って参加するなど、新たなつな

がりも生まれています。 

 

 

開所日時：火・水 9:00～15:00 

木・金 10:00～16:00 

場所：西宮市山口町上山口１丁目 5-1  
つどい場ばんぶー 

～やってみたいを後押しして、つながることのできる交流拠点～ 
住民さんの想いから 

始まりました 

運営主体：つどい場ばんぶー運営委員会 

 

みんなほくほく 

家にはミシンが 

ないから嬉しい♪ 

【運動期間】10 月 1 日～ 12 月 31 日 

子ども・高齢者・障害のある人などを支援す

るさまざまな福祉活動に役立てられます。

募金活動に皆様のご協力とご支援賜ります

ようよろしくお願い申し上げます。 

 


